
発　行／広島県議会　編　集／広島県議会広報委員会 

発行日／平成20（2008）年10月26日 

平成20（2008）年10月 

●本会議の傍聴 

●本会議場の団体見学 

●委員会のモニター視聴 

●点字・テープ版のお知らせ 

●総額10億9，200万円の一般会計補正予算などを可決 
●「食品衛生法に基づく営業の基準等に関する条例の一部を改正する条例」を可決 
●「広島県議会会議規則の一部を改正する規則」を可決 
●「地方消費者行政の抜本的拡充を求める意見書」などを可決 

●総額10億9，200万円の一般会計補正予算などを可決 
●「食品衛生法に基づく営業の基準等に関する条例の一部を改正する条例」を可決 
●「広島県議会会議規則の一部を改正する規則」を可決 
●「地方消費者行政の抜本的拡充を求める意見書」などを可決 

三段峡（安芸太田町） 
全長約12kmにおよぶ大渓谷で、写真は三ツ滝。三段峡正面口へは、中国自動車道戸河内ICから車で約10分。 

（平成20年9月17日～10月3日） 

● 平成20年度補正予算 … 
● 平成19年度決算 …      
● 条例案 …………………… 
 
● 人事案件 ………………… 
● その他の議案 ………… 
● 意見書案 ………………… 
● 諮問 
 
● 請願 

一般会計1件、企業会計1件 
普通会計1件、企業会計1件 
食品衛生法に基づく営業の基準等に関する条例の一部を改正する
条例など8件 
広島県教育委員会委員の任命の同意についてなど2件 
広島県議会会議規則の一部を改正する規則など12件 
地方消費者行政の抜本的拡充を求める意見書など6件 
使用料の徴収に関する処分についての異議申立てについて（棄却
すべきである） 
子どもと重度障害者の医療費の完全無料化を求める請願（継続審査） 
原油・資材価格高騰で苦しむ県民・中小業者への緊急支援策を求め
る請願〈3件〉（不採択） 

可決 

継続審査 

可決 

同意 

可決 

可決 

 ……………………………… 

 ……………………………… 

　
広
島
県
議
会
は
、
九
月
定
例
会
を
九
月

十
七
日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
の
十
七
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
年
度
広

島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
、「
食
品
衛
生

法
に
基
づ
く
営
業
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
知
事
提

出
議
案
の
ほ
か
、「
広
島
県
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
」
や
、「
地
方
消
費

者
行
政
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

な
ど
の
三
十
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
 

　
こ
の
う
ち
、知
事
か
ら
議
会
に
対
し
て
あ

っ
た
諮
問
に
つ
い
て
は
棄
却
す
べ
き
で
あ
る

と
し
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
九
月

二
十
六
日
に
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
で

閉
会
中
に
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

「
平
成
十
九
年
度
決
算
認
定
」
を
除
い
て
、い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
、公
共
事
業
執
行
や
県
立
病
院
の

在
り
方
、農
業
振
興
な
ど
の
県
行
財
政
上
の

諸
課
題
に
つ
い
て
、十
二
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど

に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

9月22日 

　　 24日～26日 
本会議　［一般質問など］ 

10月  1日 決算特別委員会 

9月29日 各常任委員会 

9月18日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

9月17日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

10月  3日 本会議　［委員長報告、議案の採決など］ 

●平成20年度広島県補正予算を可決 
原油価格等の高騰対策として、中小企業への県費預託融資制度の拡充や漁業者・農業者への貸付
に対する利子補給の引き上げを行うなど、総額10億9，200万円の一般会計補正予算及び企業会
計補正予算を可決しました。 
●食品衛生法に基づく営業の基準等に関する条例の一部を改正する条例を可決 
食品衛生上の危害の拡大を防止し、より迅速な対応を行うため、営業者に消費者からの健康被害
の情報提供に係る報告義務を課すなどの条例改正を可決しました。 

【知事提案によるもの】 

●広島県議会会議規則の一部を改正する規則を可決 
議会活動の範囲を明確にするため、新設された地方自治法第100条第12項の規定に基づき、議案
審査・議会運営に関し協議・調整を行うための場に関する規定を新たに設けるなどの規則改正を可
決しました。 
　［規定された協議・調整を行うための場］ 
　　全員委員会、常任委員会正副委員長会議、特別委員会正副委員長会議、各派代表者会議、 
　　各派世話人会議、議会運営委員会理事会、議会運営協議会、広島県議会広報委員会、 
　　広島県議会政策条例検討委員会、広島県議会情報公開・個人情報保護審査会、 
　　広島県議会政治倫理審査会、議会改革推進委員会 

【議員提案によるもの】 



平成20（2008）年10月26日 

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

本会議では、9月22日と24日から26日までの
4日間にわたって12人の議員が一般質問を行い、
財政健全化への取り組みや医師確保対策、県立
病院の在り方、農業振興、公共事業の入札制度
改善などの県政が直面する様々な課題について、
県民の視点に立った論議を展開しました。 

用語 
解説 

用語 

解説 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

用語 
解説 

用語 

解説 

用語 

解説 

用語 

解説 
問 
県
が
公
表
し
た
収
支
見
通
し
に

よ
れ
ば
、財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
の
効
果
を
反
映
さ
せ
て
も
、今
後
も
お

お
む
ね
三
百
億
か
ら
四
百
億
円
の
財
源

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
り
、長
い
間

我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
県
民
に
閉
塞

感
が
ま
ん
延
し
て
き
て
い
る
。
現
状
の
閉

塞
感
を
払
拭
す
る
将
来
展
望
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

財
政
健
全
化
に
向
け
た
将
来
展
望
 

答 
取
り
組
み
の
結
果
、一
定
の
成
果

が
表
れ
つ
つ
あ
る
が
、景
気
の
減

速
等
に
よ
り
、予
断
を
許
さ
な
い
財
政

状
況
に
あ
る
。地
方
税
財
源
の
充
実
強

化
等
を
国
に
一
層
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、早
期
に
財
政
健
全
化
に
向
け
た
筋

道
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。 

問 
医
師
不
足
は
全
国
共
通
の
課
題

で
あ
り
、一
人
で
も
多
く
の
医
師

に
「
広
島
県
で
頑
張
り
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
年
度
か

ら
の
地
域
医
療
体
制
確
保
事
業
の
成
果

と
課
題
、お
よ
び
今
後
の
医
師
確
保
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

医
師
確
保
対
策
 

答 
ふ
る
さ
と
ド
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

島
を
通
じ
県
外
か
ら
二
名
の
医

師
が
就
業
す
る
ほ
か
、医
師
育
成
奨
学

金
を
今
年
度
新
た
に
四
名
へ
貸
与
し
た
。

医
療
を
支
え
る
取
り
組
み
へ
の
県
民
の

理
解
と
参
加
を
呼
び
か
け
る
一
方
で
、

関
係
機
関
と
も
さ
ら
に
緊
密
な
連
携
を

図
り
、引
き
続
き
、医
師
の
育
成
・
確
保

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。 

問 
公
共
事
業
の
削
減
が
続
く
中
で
、

建
設
業
者
は
赤
字
覚
悟
で
入
札

し
て
い
る
。
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
た

め
に
も
、平
成
十
七
年
度
か
ら
試
行
し
て

い
る
総
合
評
価
方
式
を
改
善
し
、技
術
と

経
営
に
優
れ
た
業
者
が
生
き
残
れ
る
よ

う
な
入
札
制
度
に
改
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、県
の
考
え
を
伺
う
。
 

公
共
事
業
の
入
札
制
度
 

答 
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
落
札
者

の
大
部
分
は
、技
術
力
に
お
い
て

高
い
評
価
点
を
と
っ
て
い
る
。今
年
度
か

ら
技
術
評
価
の
加
算
点
を
引
き
上
げ
た

が
、今
後
も
試
行
結
果
を
検
証
し
、評

価
項
目
や
加
算
点
な
ど
を
適
切
に
設

定
し
て
、技
術
と
経
営
に
優
れ
た
業
者

の
受
注
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。 

問 
大
規
模
災
害
時
の
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、行
政

に
よ
る
「
公
助
」
に
加
え
、「
自
助
」
、「
共

助
」
を
促
進
し
、社
会
全
体
で
防
災
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
県
民

と
と
も
に
防
災
協
働
社
会
を
構
築
す
る

た
め
の
指
針
を
策
定
し
、広
く
県
民
に
周

知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

答 
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
の
必

要
性
な
ど
、防
災
に
関
す
る
共

通
理
念
や
、そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
規
範
を

盛
り
込
ん
だ「
防
災
に
関
す
る
基
本
条

例
」
を
早
期
に
制
定
し
、県
民
総
ぐ
る

み
で
防
災
に
取
り
組
む
機
運
の
醸
成
に

努
め
る
。 

吉井清介議員  
自民刷新会議〈尾道市〉 

よし い きよ すけ 

桑木良典議員  
民主県政会〈三原市・世羅郡〉 

くわ き よし のり 

問 
平
和
都
市
広
島
を
も
っ
と
活
用
す

べ
き
で
あ
る
。
紛
争
解
決
の
た
め

の
和
平
会
議
や
自
然
災
害
な
ど
の
被
災

地
支
援
会
議
の
場
と
し
、平
和
に
関
す
る

人
や
モ
ノ
、情
報
を
集
め
て
、広
島
の
中

枢
拠
点
性
の
向
上
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

広
島
の
中
枢
拠
点
性
向
上
 

答 
被
爆
地
で
あ
る
広
島
に
お
い
て
、

平
和
構
築
の
た
め
の
国
際
機
関

等
の
設
置
や
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、広
島
か
ら
の
平
和
の
発
信
・
創
出
に

つ
な
が
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。国
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
と
も
連
携
し
、広
島
か
ら
の
平

和
の
発
信
・
創
出
機
能
を
高
め
る
よ
う
、

積
極
的
に
取
り
組
む
。 

問 
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
規
則
や
指

導
方
針
に
よ
っ
て
指
導
す
る
、米

国
生
ま
れ
の
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
方
式
が

広
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、日
本
版
や
広
島
版

ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
方
式
の
導
入
や
今
後

の
生
徒
指
導
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、教
育
長
に
伺
う
。
 

今
後
の
生
徒
指
導
の
在
り
方
 

答 
問
題
行
動
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、

明
確
な
指
導
基
準
の
も
と
に
厳

然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、児
童
生
徒
自

ら
の
生
き
方
・
在
り
方
を
振
り
返
ら
せ
、

責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、丁
寧
で
粘
り
強
い
指
導
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。厳
然
と
し
た
生

徒
指
導
が
行
え
る
よ
う
、各
市
町
教
育

委
員
会
や
学
校
を
指
導
し
て
い
く
。 緒方直之議員  

自民〈広島市東区〉 

お がた なお ゆき 

問 
介
護
従
事
者
の
人
材
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
志
望
者
の
減
少

と
高
い
離
職
率
の
背
景
に
は
賃
金
が
低

い
こ
と
が
あ
り
、介
護
従
事
者
に
対
す
る

待
遇
改
善
を
早
急
に
行
い
、そ
の
確
保
と

定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

介
護
従
事
者
の
確
保
と
定
着
 

答 
介
護
従
事
者
の
給
与
水
準
等
の

労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
た
め
、

介
護
報
酬
の
見
直
し
を
国
へ
要
望
す
る

と
と
も
に
、無
料
職
業
紹
介
や
有
資
格

者
の
再
就
職
支
援
、従
事
職
員
の
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
な
ど
、そ
の
確
保
と

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
、介

護
従
事
者
の
確
保
と
定
着
に
努
め
る
。 

問 
中
山
間
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ

る
建
設
業
者
は
ま
さ
に
官
製
不

況
に
あ
り
、さ
ら
に
き
め
細
か
い
分
割
発

注
な
ど
に
つ
い
て
、中
小
企
業
や
零
細
企

業
の
受
注
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
な
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
人
件
費
と
し
て
労

働
者
に
お
金
が
回
り
、地
域
の
企
業
経
営

の
健
全
な
発
展
に
つ
な
が
る
、い
わ
ば
「
広

島
版
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
伺
う
。
 

答 
今
後
実
施
す
る
、建
設
工
事
コ
ス

ト
調
査
の
結
果
な
ど
も
参
考
に
し
、

地
域
の
優
良
な
建
設
業
者
の
育
成
・
活

性
化
が
十
分
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
す
る
。 

問 
「
広
島
県
病
院
事
業
経
営
計
画
」

に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
県
立
神

石
三
和
病
院
の
地
元
移
管
は
、順
調
に
手

続
き
が
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、県
立

瀬
戸
田
病
院
を
規
模
縮
小
し
て
整
備
す

る
場
合
の
課
題
と
移
管
に
向
け
た
進
ち

ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。
 

県
立
病
院
の
地
元
移
管
 

答 
県
立
神
石
三
和
病
院
に
つ
い
て

は
、新
病
院
の
指
定
管
理
者
が

決
定
さ
れ
る
な
ど
、体
制
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。県
立
瀬
戸
田
病
院
に
つ
い

て
は
、尾
道
市
と
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、移
管
に
向
け
た
県
の
支
援
内
容
が

今
後
の
主
な
課
題
に
な
る
と
考
え
る
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
合
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
す
る
。 

問 
平
成
十
九
年
度
の
日
本
の
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は

四
十
％
で
あ
り
、本
県
で
は
二
十
四
％
と

な
っ
て
い
る
。
本
県
の
自
給
率
を
ど
う
と

ら
え
、そ
れ
を
高
め
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

食
料
自
給
率
の
向
上
対
策
 

答 
本
県
で
は
、広
大
な
面
積
を
必

要
と
す
る
麦
・
大
豆
な
ど
の
生
産

拡
大
は
難
し
く
、カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の
自

給
率
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。立
地
特

性
に
合
っ
た
農
業
経
営
を
進
め
る
た
め

に
も
、収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物
へ
の
転

換
を
図
る
高
付
加
価
値
型
農
業
を
目

指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

生
産
額
ベ
ー
ス
で
の
食
料
自
給
率
を
高

め
る
目
標
を
設
定
し
て
、農
業
の
抜
本

的
な
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

田辺直史議員  
公明党〈福山市〉 

た なべ ただ し 

高山博州 議員  
自民党広誠会〈尾道市〉 

たか やま ひろ くに 

問 
本
年
四
月
の
道
路
特
定
財
源
の

暫
定
税
率
失
効
に
よ
り
歳
入
欠

陥
と
な
っ
た
た
め
に
、十
六
億
円
の
単
独

公
共
事
業
が
依
然
と
し
て
執
行
保
留
と

な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
地
域
経
済
の
疲
弊

を
考
慮
し
、こ
の
執
行
保
留
の
解
除
を
決

断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、知

事
の
所
見
を
伺
う
。
 

単
独
事
業
の
執
行
保
留
解
除
 

答 
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
失

効
に
伴
う
地
方
の
減
収
に
対
す

る
補
て
ん
措
置
を
行
う
こ
と
が
国
の
緊

急
総
合
対
策
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、執
行
保
留
の

解
除
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、速
や

か
に
事
業
が
執
行
で
き
る
よ
う
適
切
に

対
応
し
た
い
。 

問 
農
機
具
の
所
有
か
ら
リ
ー
ス
へ
の

切
り
替
え
や
、商
品
買
い
付
け
と

農
機
具
リ
ー
ス
を
セ
ッ
ト
で
行
う
企
業

と
の
連
携
な
ど
、農
業
の
さ
ら
な
る
低
コ

ス
ト
化
を
図
る
た
め
に
は
農
商
工
連
携

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。
 

農
商
工
連
携
の
取
り
組
み
 

答 
集
落
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

企
業
連
携
の
促
進
は
、集
落
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に
発
揮
さ
せ
、

一
層
の
低
コ
ス
ト
化
と
収
益
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。農
機

具
の
共
同
利
用
の
促
進
や
地
元
の
原
材

料
を
利
用
す
る
加
工
食
品
工
業
者
と
の

商
品
開
発
な
ど
、地
域
の
集
落
法
人
や

市
町
・Ｊ
Ａ
と
商
工
業
者
が
連
携
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。 小島敏文議員  

自民党立志会〈三原市・世羅郡〉 

こ じま とし ふみ 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

● 
9
月
２２
日
 

ふるさとドクター ネット広島 

ゼロ・トレランス方式 

学校において児童・生徒の守る

べき規則を細かく定め、違反し

た場合に厳しく罰することによ

り学校規律の維持を図ろうとす

る考え方。クリントン政権以来、

アメリカの学校現場に広く導入

されている。 

● 
9
月
２４
日
 

広島県病院事業経営計画 

本県の医師確保対策を推進するため、平成19年12月に開設したホームページ。県外在住の医師・医学生に登録してもらい、本県の地域医療な
どの情報を届ける
ほか、個別相談等に
も応じる。 

安定した経営基盤を確立し、良質な医療サービスを効率的に提供していくための中期的な経営方針および具体的な取り組み方策を示すもので、各病院の方向性が示されている。現計画は平成21年度までの5カ年の計画だが、
今年度中に次期計画
が策定される予定。 

道路特定財源 

道路の整備とその安定的な財

源の確保のために創設された

もので、受益者負担の考えに

基づき、自動車利用

者にその財源を負

担してもらう制度。

いわゆるガソリン税

や自動車重量税な

どが相当する。 

 
防
災
協
働
社
会
構
築
に
 

向
け
た
取
り
組
み
 

建
設
業
者
の
た
め
の
 

広
島
版
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
 

食料自給率 
国内の食料消費が国産

でどの程度まかなえて

いるかを示す指標。主に

次の2種類の計算方法

がある。 

①カロリーベース…食料に

含まれるカロリーを用いて

計算 
②生産額ベース…食料の生

産額を用いて計算 

自助・共助・公助 
自助…住民自らが自らの安

全を守ること 

共助…地域の人々が互いに

協力し助け合いなが

ら、初期消火や救助

などに取り組むこと 

公助…警察、消防、市町、県、

国といった行政機関

の応急対策活動 へ
い
 

そ
く
 

へ
い
 

そ
く
 



用語 

解説 

用語 

解説 

用語 

解説 

用語 

解説 

用語 
解説 

用語 

解説 

問 
我
々
が
情
報
公
開
請
求
を
し
た

と
こ
ろ
、公
平
性
・
客
観
性
の
確

保
を
理
由
に
、対
策
費
関
連
調
査
と
し
て

一
人
の
弁
護
士
に
二
百
七
十
九
万
円
余

の
委
託
料
が
税
金
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
。

委
託
契
約
に
当
た
り
、弁
護
士
会
の
推
薦

状
等
は
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
公
平

性
・
客
観
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
、

知
事
に
見
解
を
伺
う
。
 

答 
弁
護
士
の
選
定
に
つ
い
て
は
、議
会

の
判
断
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え

て
お
り
、何
ら
助
言
等
は
行
っ
て
い
な
い
。 

問 
米
の
作
付
け
を
拡
大
で
き
る
仕

組
み
と
、生
産
者
の
所
得
を
確
保

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
、食

料
自
給
率
の
向
上
や
農
地
保
全
な
ど
に

つ
な
が
る
。
非
主
食
用
米
を
含
め
、米
の

生
産
振
興
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

米
の
生
産
振
興
 

答 
米
は
農
業
生
産
の
基
幹
作
物
で

あ
る
が
、生
産
調
整
が
行
わ
れ
る

た
め
、転
作
に
よ
る
園
芸
作
物
の
導
入

を
促
進
し
つ
つ
、集
落
法
人
化
に
よ
る
省

力
化
、低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
。ま
た
、非

主
食
用
米
に
つ
い
て
も
農
業
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
。今

後
も
、食
料
自
給
率
向
上
な
ど
の
観
点

か
ら
、水
田
を
有
効
利
用
す
る
施
策
を

推
進
し
、水
田
農
業
の
再
構
築
に
努
め
る
。 

問 
中
山
間
地
域
の
産
業
を
育
て
る

視
点
か
ら
、こ
れ
ま
で
十
分
活
用

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
間
伐
材
な
ど
を
商
品

化
す
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど
、木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
推
進
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
推
進
 

答 
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
用
化
に
向

け
た
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た

め
、民
間
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、現
在
、利
用
さ
れ
て
い
な

い
間
伐
材
と
建
築
用
材
を
同
時
に
搬
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、低
コ
ス
ト
化
と
安
定

的
な
供
給
を
図
る
な
ど
、木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
用
推
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
る
。 

問 
宇
品
地
区
に
は
五
日
市
地
区
か

ら
の
海
上
搬
入
を
前
提
と
し
た

協
力
要
請
を
し
て
お
き
な
が
ら
、積
出
施

設
が
計
画
さ
れ
た
段
階
で
、な
ぜ
、五
日

市
地
区
住
民
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、今
後
、ど
の
よ
う
に
し
て

五
日
市
地
区
住
民
の
理
解
を
得
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。
 

答 
廃
棄
物
の
積
み
替
え
・
保
管
に
伴

う
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
従
前

と
変
わ
ら
な
い
と
判
断
し
、計
画
策
定

段
階
で
は
地
元
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
が
、

住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
早
い
段

階
で
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。県
と
し
て
は
、宇
品
地
区
と

同
様
に
、行
政
と
地
域
住
民
で
構
成
す

る
協
議
会
を
設
置
し
、住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、誠
心
誠
意
努
め
る
。 

蔵本　健議員  
つばさ〈広島市佐伯区〉 

くら もと けん 

小林秀矩議員  
自民党良政会〈庄原市〉 

こ ばやし ひで のり 

問 
東
広
島
市
で
は
既
存
の
公
的
団

地
の
分
譲
率
は
九
十
七
％
以
上

で
あ
り
、新
た
な
産
業
団
地
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
が
、行
政
に
よ
る
造
成
は
財

政
事
情
か
ら
困
難
で
あ
る
。
未
利
用
県
有

地
を
活
用
し
た
産
業
団
地
の
造
成
な
ど
、

最
小
限
の
行
政
負
担
で
大
き
な
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
企
業
誘
致
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
重
要
だ
が
、新
し
い
発
想
で

の
産
業
団
地
開
発
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。
 

未
利
用
県
有
地
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
 

答 
先
端
的
企
業
の
立
地
動
向
は
、

立
地
決
定
か
ら
操
業
開
始
に
至

る
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
も
、未
利
用
県

有
地
の
活
用
は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、

整
備
に
当
た
っ
て
は
民
間
活
力
を
活
用

す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。全
県
的
に
未
利
用
県
有
地
を

企
業
用
地
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
や

手
法
に
つ
い
て
、地
元
自
治
体
と
十
分
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。 

問 
特
別
支
援
学
級
で
は
一
人
一
人

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導

が
求
め
ら
れ
る
が
、学
校
や
担
当
教
員
の

専
門
性
や
熱
意
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
専

門
性
の
あ
る
指
導
が
受
け
ら
れ
る
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

特
別
支
援
学
級
で
の
専
門
性
あ
る
指
導
 

答 
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
児
童
生

徒
数
が
増
加
す
る
中
で
、教
員
の

専
門
性
の
向
上
な
ど
が
課
題
で
あ
り
、

講
習
会
の
実
施
や
計
画
的
人
事
異
動

な
ど
に
努
め
て
い
る
。今
後
、取
り
組
み

を
さ
ら
に
推
進
し
、専
門
性
向
上
に
努

め
る
。 

井原　修議員  
フォーラム広島〈東広島市〉 

い はら おさむ 

問 
集
落
法
人
設
立
に
積
極
的
だ
が
、

県
の
目
標
ど
お
り
と
な
っ
た
場
合

で
も
、耕
地
面
積
の
半
分
以
上
は
小
規
模

農
家
が
支
え
る
か
、耕
作
放
棄
地
に
な
る

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
食
料
自
給
率
向

上
の
た
め
に
は
、大
多
数
の
農
地
を
抱
え

る
小
規
模
農
家
に
よ
る
農
業
が
持
続
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、持
続
的
な

農
業
の
構
築
に
つ
い
て
、県
の
考
え
を
伺
う
。
 

持
続
的
な
農
業
の
構
築
 

答 
小
規
模
・
零
細
な
農
業
経
営
で

は
限
界
が
あ
り
、次
世
代
へ
の
継

承
が
困
難
な
た
め
、集
落
法
人
な
ど
の

担
い
手
が
中
心
の
力
強
い
農
業
構
造
へ
の

転
換
を
進
め
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、核

と
な
る
担
い
手
と
小
規
模
農
家
が
農
地

や
労
働
力
な
ど
で
相
互
に
補
完
・
連
携
し
、

小
規
模
農
家
が
地
域
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。 

問 
今
年
七
月
に
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

た
が
、「
学
」
と
の
連
携
の
面
に
お
い
て
、

他
地
域
と
の
競
争
力
の
差
を
危
ぶ
む
。

本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業

ト
ー
タ
ル
の
競
争
力
強
化
に
つ
い
て
、知

事
の
考
え
を
伺
う
。
 

自
動
車
産
業
の
競
争
力
強
化
 

答 
県
と
し
て
の
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
戦
略
を
定
め
、産
学
官
連
携
に

よ
る
研
究
開
発
を
促
進
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、地
元
大
学

の
協
力
を
得
て
、自
動
車
製
品
開
発
者

を
対
象
と
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
る
。地

域
の
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
を
引
き

続
き
強
化
し
、本
県
の
自
動
車
産
業
の

競
争
力
の
維
持
・
発
展
を
図
る
。 

問 
県
立
安
芸
津
病
院
は
入
院
、外
来

患
者
数
と
も
に
減
少
し
、経
営
状

況
は
悪
化
し
て
い
る
。
安
定
的
な
存
続
を

前
提
と
し
た
病
院
の
経
営
再
建
は
緊
急

の
課
題
で
あ
り
、よ
り
質
の
高
い
医
療
提

供
と
採
算
性
の
向
上
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
、今
後
の
再
建
の
方
針
を
伺
う
。
 

答 
新
た
な
専
門
外
来
の
開
設
な
ど

行
っ
て
き
た
が
、大
き
な
改
善
は

見
ら
れ
ず
、病
院
の
規
模
や
機
能
の
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。今
年

度
策
定
の
次
期
経
営
計
画
の
中
で
、役
割

と
必
要
な
診
療
規
模
を
明
ら
か
に
し
、具

体
的
な
改
善
方
策
と
数
値
目
標
を
掲
げ
、

さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
に
取
り
組
む
。 

問 
公
立
病
院
は
、運
営
上
赤
字
で
あ

っ
て
も
、そ
の
使
命
に
積
極
的
に

応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
県
立
安
芸
津

病
院
は
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、不
足

し
て
い
る
小
児
医
療
や
救
急
医
療
を
担

っ
て
お
り
、地
域
に
と
っ
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
県
立
安
芸
津
病
院
の

機
能
維
持
に
つ
い
て
、県
の
考
え
を
伺
う
。
 

県
立
安
芸
津
病
院
の
機
能
維
持
 

答 
県
立
安
芸
津
病
院
に
つ
い
て
は
、

よ
り
良
質
で
効
率
的
な
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
、今
年
度
策
定
の
次

期
経
営
計
画
の
中
で
、今
後
の
方
向
性

を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

下原康充議員  
自民〈東広島市〉 

しも はら やす みつ 

芝　清議員  
民主県政会〈東広島市〉 

しば きよし 

問 
三
位
一
体
の
改
革
は
、基
幹
税
の

移
譲
と
い
う
画
期
的
な
面
も
あ
っ

た
が
、そ
の
内
容
は
地
方
の
自
由
度
を
高

め
る
も
の
で
は
な
く
、地
方
側
の
意
向
は

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
。
極
め
て
不
十
分

な
ま
ま
終
わ
っ
た
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
に
向
け
、再
度
、地
方
か
ら

抜
本
的
改
革
の
声
を
上
げ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
 

答 
第
二
期
分
権
改
革
に
お
い
て
こ
そ
、

地
方
の
自
由
度
を
高
め
、真
の
地

方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
地
方
税
財
政

制
度
が
確
立
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、地
方
六
団
体
と
も
連
携
し
て
、政
府

等
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、実
現
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
む
。 

問 
国
の
出
先
機
関
の
見
直
し
に
お

け
る
直
轄
国
道
と
一
級
河
川
の

移
管
の
個
別
対
象
に
つ
い
て
、県
は
移
管

候
補
と
し
て
ど
の
直
轄
国
道
や
河
川
を

提
示
し
、今
後
の
国
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
つ
も
り
か
。
 

直
轄
国
道
と
一
級
河
川
の
移
管
 

答 
道
路
は
、主
に
地
域
内
交
通
を

分
担
す
る
も
の
と
し
て
海
田
町

か
ら
呉
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
31
号
、呉

市
か
ら
竹
原
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
185
号

を
、河
川
は
、県
内
で
完
結
す
る
水
系
で

あ
る
太
田
川
、お
お
む
ね
県
内
で
完
結

す
る
芦
田
川
を
提
示
す
る
。実
現
へ
の

ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、移
譲
の
実
現
に
向
け
、全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。 

平　浩介議員  
自民刷新会議〈福山市〉 

たいら こう すけ 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

● 
9
月
２５
日
 

特別支援学級 
比較的軽度の障害があり、通

常の学級における指導では

十分な成果を上げることが

困難な児童生徒を対象とし、

小・中学校に必要に応じて設

けられる特別に編制された

学級。近年、在籍する児童生

徒数は大きく 

増加している。 

集落法人設立 
広島県新農林水産業・農山漁

村活性化行動計画において、

次のとおり平成27年の目標

を設定。 

集落法人数…410法人 

集落法人等の担い手による

農地割合…46％ 

 

廃棄物積出施設 

廃棄物を海上輸送するた

めに、一時的に保管し、運

搬船に積み込む施設。広島

市南区に建設している出

島地区廃棄物処分場へ海

上から廃棄物を搬入する

ため、五日市埋立地に設置

する計画。 

木質バイオマス 

「バイオマス」とは、生物由来の

再生可能な資源のことをいい、

その中で木が由来となるものを

「木質バイオマス」という。木質

バイオマスには、木材、枝や葉、

製材工場などから発生する樹皮

やおがくずなどがある。 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

● 
9
月
２６
日
 

カーエレクトロニクス 推進センター 

国の出先機関の 
見直し 

地方分権改革推進委員会の第1

次勧告を受け、政府は国の出先

機関の見直しに取り組むことと

している。同委員会では年内に

行う第2次勧告に向け、具体的

な見直しについて関係府省の

意見等を聴取し検討している。 

本県におけるカーエレクトロニクス施策推進の中核的組織として、財団法人ひろしま産業振興機構内に開設。電子部品や電子制御システムの供給に向けた研究開発や人材育成の推進、産学官の多様な連携体 
制の構築を担う。 

知
事
後
援
会
問
題
に
係
る
 

対
策
費
関
連
調
査
業
務
の
委
託
 

県
立
安
芸
津
病
院
の
 

存
続
の
た
め
の
経
営
再
建
 

廃
棄
物
積
出
施
設
の
設
置
に
係
る
 

五
日
市
地
区
住
民
へ
の
説
明
 



大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％の再生紙を 
使用しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室 

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/gikai/ホームページ 

テレビ広報番組の配信 …「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 
…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。 会議録の閲覧と検索 

最新の
情報 

を掲載
して 

います
! 広島県議会 

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

●本会議の傍聴●本会議の傍聴 ●本会議の傍聴 
本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付
までお越しください。 
● 受付／午前9時～ 
● 先着順に50名まで 

●本会議場の団体見学●本会議場の団体見学 ●本会議場の団体見学 
本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時 
  （土・日、祝日等を除く） 

●委員会のモ●委員会のモニター視聴ー視聴 ●委員会のモニター視聴 
委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ 
● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

●点字●点字・テープ版の版のお知お知らせ ●点字・テープ版のお知らせ 
視覚障害者の方へ「点字版」と「テープ
版（音声版）」を発行しています。ご希望
の方は県議会事務局調査課企画法制室
までご連絡ください。 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。 

10月3日議決 

県民福祉の向上のため、国会や関係省庁
等に提出し、その実現を図るよう要望しました。 

●総額10億9，200万円の一般会計補正予算などを可決 
●「食品衛生法に基づく営業の基準等に関する条例の一部を改正する条例」を可決 
●「広島県議会会議規則の一部を改正する規則」を可決 
●「地方消費者行政の抜本的拡充を求める意見書」などを可決 

本紙「ひろしま県議会だより」の発行に
当たっては、県民の皆様に分かりやすい
紙面となるよう、広島県議会広報委員会
において、企画・編集を行っています。 

　財政健全化法の施行により、今年度
から各会計を連結した複数の指標が議
会に報告されることとなりました。 
　従来、決算については、普通会計と
企業会計の2つの決算特別委員会を
設置して審査を行っていましたが、こ
れを契機に2つの委員会を統合し、総

合的な見地から効率的な審査を行うこ
ととしました。 
　新たな決算特別委員会は17人で構
成され、平成19年度決算について9月
定例会から約2カ月間審査を行います。
審査結果は12月定例会で報告され、
議決されます。 

●
郵
政
民
営
化
に
関
す
る
意
見
書
 

郵
便
局
の
廃
止
・
統
合
な
ど
に
伴
い
生
じ
て
い
る
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●
地
方
消
費
者
行
政
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
 

地
方
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
法
的
に
位
置
付
け
、
財
源
を
措
置
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書
 

住
宅
向
け
補
助
制
度
の
再
導
入
や
集
合
住
宅
向
け
導
入
支
援
策
の
推
進
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
 

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
 

新
た
な
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
抑
制
す
る
等
の
た
め
、
制
度
を
継
続
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●
地
方
の
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
 

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
当
た
り
、地
方
の
道
路
整
備
財
源
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

私
学
助
成
制
度
に
係
る
財
源
措
置
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
 

委員長 松岡宏道  
委　員　内田　務  

委　員　栗原俊二  
委　員　安井裕典  

委　員　河井案里  

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

■委員名簿　17人 

杉西加代子 
安木 和男 
天満 祥典 
松岡 宏道 
門田 峻徳 
砂原 克規 
中本 隆志 
蒲原 敏博 

委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

松浦 幸男 
田川 寿一 
　橋 雅洋 
森川 家忠 
山下 智之 
岩下 智伸 
金口 　巖 
井原 　修 
　木 昭夫 

　知事後援会の政治資金規正法違反問題等について、県議
会では約2年半にわたり真相解明に向けた取り組みを進めて
きましたが、去る10月3日、県議会として、次のとおり総括を
行いました。 
 
【総　括】 
　県議会はこれまで、調査会による調査、訴訟記録の閲覧、
県議会議員の実名開示を求める準抗告申立などにより真
相解明に努めてきた。 
　さらに、この度、議会自らの取組みにとどまらず、法律の
専門家である第三者に委託して専門的知見と客観的視点
に立った調査も実施するなど、県議会として公正性を確保
しながら、でき得る限りの手立てを講じてきたところである。 
　しかしながら、第三者による調査結果では、平成9年の県
知事選挙において県議会議員に対し対策費が渡された事
実は認め難いとのことであり、また、知事後援会の使途不
明金など他の項目についても、新たな事実が確認されなか
ったことから、今後真否を明らかにすることは極めて困難
であると思われる。 

　しかし、たとえ疑惑につながる事実が認められなかったと
しても、この問題が県民に与えた政治不信は決して小さいも
のとは言えず、県議会はこれを真摯に受け止めなければなら
ない。 
　今後、議員一人ひとりが県民の負託を受けた代表者である
ことを強く自覚し、これまで以上に自らを律して政治倫理の
確立に努めるとともに、常に県民全体の福祉の向上を目指し
て行動することが、県政及び県議会への県民の信頼を回復す
るための唯一の道であると、決意を新たにするものである。 

20年 3月 19年3月に議長が行った準抗告の申立に対し、 
  広島地方裁判所がほとんどすべての訴訟記録の 
  閲覧を認めることを決定 
 4月 訴訟記録の閲覧を開始 
 6月 訴訟記録の確認及びこれに基づく事実確認等に 
  ついて弁護士に委託 
 7月 弁護士が中間報告書を提出 
 9月 弁護士が調査報告書を提出 

県議会のホームページに、総括の全文を掲載しています。 

 －最 近 の 動き－  

総

務

委

員

会

 

総

務

委

員

会

 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
三
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

 
●
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、短
期

的
な
物
価
高
対
策
も
必
要
で
あ
る
が
、恒

常
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
の
物
価
高
を

前
提
と
し
て
、各
種
工
事
の
設
計
等
や
予

算
編
成
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

●
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
失
効
に
伴
い

執
行
保
留
と
な
っ
て
い
る
道
路
事
業
に
つ

い
て
、県
と
し
て
予
算
計
上
し
た
事
業
の

執
行
に
は
、万
全
の
努
力
を
傾
注
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、公
共
事
業
関
連
事
業
者
の

厳
し
い
経
営
状
況
を
考
慮
し
、早
急
に
執

行
保
留
の
解
除
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈少
子
高
齢
化
の
進
行
や
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
へ
の
対
応
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
二
件
 

条
例
案
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
継
続
審
査
 

 
●
食
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て
関
係
省
庁
へ

提
言
す
る
と
と
も
に
、行
政
、生
産
者
、事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
適
切
に
果
た

す
体
制
の
構
築
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
町
へ
の
福
祉
事
務
所
設
置
に
つ
い
て
は
、町

の
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
づ

く
り
に
向
け
、適
切
か
つ
十
分
な
支
援
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、防
災
拠

点
と
な
る
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
耐
震

化
率
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈新
生
児
在
宅
医
療
支
援
事
業
の
ね

ら
い
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
七
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

●
補
助
事
業
の
認
証
減
に
よ
り
生
じ
た
一
般

財
源
に
つ
い
て
は
、執
行
保
留
の
道
路
事

業
に
充
当
す
る
な
ど
、地
元
中
小
業
者
の

経
営
状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
建
設
工
事
コ
ス
ト
調
査
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、国
や
他
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、早
急

に
調
査
し
、適
切
な
対
応
策
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
 

●
下
請
企
業
へ
適
正
に
工
事
代
金
が
支
払
わ

れ
る
よ
う
指
導
を
強
化
し
、下
請
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
債
務
保
証
事
業
の
実
施
に
係

る
受
け
皿
づ
く
り
に
向
け
努
め
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
入
札
差

金
の
発
生
原
因
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

●
警
察
の
職
務
執
行
に
つ
い
て
、指
導
教
養

の
強
化
や
判
断
能
力
・
運
転
技
能
の
向
上

等
に
努
め
る
と
と
も
に
、県
民
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
警
察
活
動
を
行
う
こ
と
。
 

●
ベ
テ
ラ
ン
警
察
官
の
知
識
や
経
験
を
よ
り

効
率
的
に
伝
承
す
る
取
り
組
み
や
、若
手

警
察
官
の
早
期
育
成
と
執
行
能
力
の
強
化

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
 

●
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し

い
こ
と
か
ら
、県
の
制
度
融
資
な
ど
の
有

効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈若
手
研
究
者
と
県
内
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
の
促
進
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

諮
問
一
件
 

「
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
」（
全
会
一
致
） 

●
五
日
市
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
施
設
の
使

用
料
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の

異
議
申
立
て
は
、条
例
に
基
づ
く
使
用
料

と
承
知
し
て
い
た
こ
と
、使
用
料
は
適
正

な
額
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、棄
却
が
妥
当
で
あ
る
。
 

●
補
助
事
業
の
認
証
減
に
よ
り
生
じ
た
一
般

財
源
に
つ
い
て
は
、県
内
の
厳
し
い
実
情
に

あ
る
事
業
者
へ
の
有
効
な
対
策
の
財
源
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。
 

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
、

適
正
な
事
業
執
行
に
努
め
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈県
内
産
農
水
産
物
の
安
定
供
給
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
 

 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
小
・
中
学
生
の
基
礎
学
力
は
お
お
む
ね
定

着
し
て
き
て
お
り
、各
市
町
に
お
け
る
学

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
も
定
着
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
改
善
に
向

け
一
層
効
果
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
 

●
学
校
給
食
の
安
全
性
確
保
に
万
全
の
注
意

を
払
う
と
と
も
に
、児
童
生
徒
に
対
し
て

十
分
な
説
明
や
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

●
県
立
広
島
大
学
に
つ
い
て
、実
践
力
の
あ
る

人
材
育
成
に
向
け
て
一
層
充
実
し
た
教
育

研
究
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、地
域
に
お

け
る
新
た
な
「
知
」
の
創
造
拠
点
と
な
る

よ
う
県
と
大
学
が
緊
密
に
連
携
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈教
育
事
務
所
の
再
編
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

農
林
水
産
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

建

設

委

員

会

 

建

設

委

員

会

 
文

教

委

員

会

 

文

教

委

員

会

 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
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